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1.8 13.7 231.9 19.3 1 2

























































































































































































































































-0.6 99.8 5.6 233
-3.5 47.2 4.1 15
注）気象庁「気象統計情報」における高田測候所（新潟県上越市大手町9-15）のデータにより作成した．










































































































































































































































































































































































































































































































北　陸 275,100 216,800 78.8 31,500 11.5 26,700 9.7 - 1 3 26,200 544







































































































































































































































































































































































































































































































































































全国 北海道 東北 北陸 関東・東山 東海 近畿 中国 四国 九州
（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）（千円）（%）
農 業 粗 収 益 計








工  芸  農  作  物
花　　　　　き
そ　　の　　他
畜 産  収 入
農作業受託収入
















































































































































































































































































































































































1.0ha未満 1.0ha～2.0ha未満 2.0ha～3.0ha未満 3.0ha～5.0ha未満 5.0ha以上 合　　計

















































北陸 117,471 64.9 40,629 22.4 11,957 6.6 6,781 3.7 4,216 2.3 181,054


















































































































































































































































































区分 農家世帯員（人） 農業従事者（人） 農業就業人口（人） 基幹的農業従事者（人）






































15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75歳以上
員数
（人）



















































































































































































































































































































































全国 2,379,000 1,701,000 71.5 167,300 7.0 3,030 0.1 29,700 1.2 120,800 5.1 150,300 6.3 9,720 0.4 168,600 7.1 28,000 1.2 93.1























































































表Ⅱ- 13　北陸地方における 2006 年産の水稲，六条大麦，大豆，そばの生産状況
区分








（kg/10a）（ha） うち　田 うち　田 うち　田
全国 1,684,000 507 15,300 13,400 278 142,000 117,500 163 44,800 29,600 77





























































































































































































































































全国 727,985 382 289,124 712 775,967 932 840,594 1,241 54,238 327 224,035 232 533,033 1,348 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 7,622 100.0 5,062 100.0 1,322 100.0 777 100.0 461 100.0 
陸稲もち 計 4 - 4 100.0 -　 - -　 - -　 -
計 209,040 - 115,120 - 40,450 - 26,648 - 26,822 -
注）農林水産省「米穀の品種別作付状況（米麦の出荷等に関する基本調査結果）（2005年産）」より作成した．







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10 6 5 4 0 -19 8 7 2 13
??????
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初 ま さ り
トヨニシキ
北 陸 105 号
加賀ひかり
ササニシキ
北 陸 105 号
サチミノリ
北 陸 100 号


































































































































北 陸 104 号
北 陸 95 号
アキヒカリ













































































































































































































































ア キ バ エ
愛 子 1 号
ギンマサリ
コチヒビキ
大 国 早 生

























































































全　体 217 -0.37＊＊   0.06   0.35＊＊ - -0.38＊＊
注）＊，＊＊はそれぞれ 5％， 1％水準で有意であることを示す .




















































































































赤 も ち 2.7 弱 弱
ア キ バ エ 62.8 強 54.1 やや強 52.9 やや強 やや強
アキヒカリ 61.3 強 強
アキユタカ 40.0 中 中
愛 子 １ 号 19.1 中 48.3 中 46.1 中 中
石川こがね 64.7 強 強
イナバワセ 33.1 中 42.8 中 52.2 やや強 中
ウゴニシキ 27.8 中 中
越 南 97号 10.7 中 38.6 中 73.9 やや強 中
奥羽258号 19.4 中 中
大 空 75.2 やや強 やや強
大 場 早 18.0 中 中
改 良 愛 国 48.2 中 中
加賀ひかり 45.2 中 中
キヨニジキ 28.8 弱 弱
銀 河 11.4 中 中
ギンマサリ 32.7 中 31.0 中 91.6 ＊ 強 中
越 路 早 生 36.7 中 45.2 中 中
こしにしき 61.0 ＊ 強 強
コシヒカリ 28.1 中 57.3 やや強 64.0 中 中
コシホマレ 43.1 中 中
越 み の り 49.1 中 52.4 ＊ 中 中
コチヒビキ 54.0 中 35.5 中 56.5 ＊ 中 中
五 百 万 石 35.7 やや弱 やや弱
ササニシキ 44.0 中 中
サチミノリ 57.8 やや強 32.8 中 72.0 ＊やや強 やや強
しなのこがね 43.6 中 中










































善 ノ 尾 0.4 弱 弱
大 黒 稲 19.4 中 中
大 国 早 生 0.0 弱 7.5 弱 39.9 やや弱 弱
チョウカイ 25.0
トドロキワセ 38.4 24.2 やや弱 48.7 中 中
トヨニシキ 50.5
ト ワ ダ 30.3 やや弱 やや弱
ながのほまれ 39.2 やや弱 やや弱
ナゴユタカ 63.5 ＊ 中 中
新 潟 早 生 61.8 強 強
仁 田 も ち 0.0 弱 弱
農 林 １ 号 24.5 中 26.9 やや弱 50.0 中 中
農 林 ４ 号 35.5 中 中
ハツニシキ 45.6 中 46.3 中 中
初 星 47.8 中 中
初 ま さ り 55.1
フクニシキ 2.9 弱 24.6 やや弱 33.5 やや弱 やや弱
フクヒカリ 47.7 中 中
フクホナミ 48.0 やや弱 やや弱
福 坊 主 52.6 中 28.5 やや弱 57.1 やや強 中
藤 坂 ５ 号 54.4 やや強 やや強
ホウネンワセ 36.0 やや弱 やや弱
ほ う も ち 50.4 中 中
ホ ウ レ イ 69.5 ＊ 中 中
北陸100号 15.7 中 64.9 ＊ 中 中
ヤマセニシキ 36.0 中 57.4 やや強 62.4 強 やや強


















28 中央農業総合研究センター研究報告　第 11 号（2008.9）
長戸ら（1956）の報告によると，自然フェーン





































































































































































































































































表Ⅲ- 13　ダイアレル交配における F3 系統の葉いもち発病程度と遺伝率
交配組合せ
調査個体数 発病程度 広義の遺伝率
hB2F3 P1 P2 P1 P2 MP F3
黄金錦/トヨニシキ 200 16 16 4.6 4.9 4.8 4.5 0.26
トヨニシキ/ヨネシロ 200 16 16 4.4 5.5 4.9 4.7 0.11
トヨニシキ/ホウネンワセ 100 10 10 4.1 4.7 4.4 4.0 0.17
トヨニシキ/ササニシキ 200 16 16 3.8 5.6 4.7 5.2 0.42
トヨニシキ/イナバワセ 200 16 16 4.0 7.1 5.5 4.7 0.58
コシヒカリ/トヨニシキ   90   9  9 6.9 4.2 5.6 5.2 0.54＊
コシホマレ/トヨニシキ 120 10 10 6.3 4.0 5.2 5.1 0.59＊
黄金錦/ヨネシロ 200 16 16 4.3 4.5 4.4 4.1 0.26
黄金錦/ホウネンワセ 100 10 10 5.0 5.6 5.3 4.8 0.14
黄金錦/ササニシキ 100 10 10 4.8 5.9 5.3 4.8 0.55＊
黄金錦/イナバワセ 99 10 10 4.5 6.2 5.3 5.0 0.78＊＊
黄金錦/コシヒカリ 100 10 10 4.4 7.3 5.9 5.0 0.19
黄金錦/コシホマレ 101 10 10 3.9 7.1 5.5 5.4 0.62＊
ホウネンワセ/ヨネシロ   99 10 10 4.9 3.9 4.4 3.9 0.31
ササニシキ/ヨネシロ 120 10 10 6.3 5.3 5.8 6.2 0.84＊＊
イナバワセ/ヨネシロ 200 12 12 7.0 3.4 5.2 4.8 0.52
コシヒカリ/ヨネシロ 100 10 10 8.2 3.9 6.0 5.0 0.14
コシホマレ/ヨネシロ 120 12 12 6.6 4.5 5.5 5.1 0.31
ササニシキ/ホウネンワセ 100 10 10 5.3 4.3 4.8 4.2 0.16
イナバワセ/ホウネンワセ 100 10 10 6.3 4.8 5.6 5.2 0.58＊
コシヒカリ/ホウネンワセ 100 10 10 7.9 5.3 6.6 6.1 0.48＊
コシホマレ/ホウネンワセ 120 12 12 6.9 4.7 5.8 5.9 0.43
ササニシキ/イナバワセ 200 12 12 5.4 6.8 6.1 5.8 0.21
コシヒカリ/ササニシキ 200 16 16 7.1 6.3 6.7 6.7 0.18
コシホマレ/ササニシキ 120 12 12 7.1 5.4 6.2 6.8 0.47＊
コシヒカリ/イナバワセ 200 16 16 6.8 7.3 7.0 6.4 0.15
コシホマレ/イナバワセ 120 12 12 6.6 6.0 6.3 6.4 0.67＊＊
コシヒカリ/コシホマレ 120 12 12 7.1 5.4 6.2 6.8 0.47＊
注） 1）広義の遺伝率は次式より求めた．hB2＝｛ VF3 - （ VP1＋ VP2 ） / 2 ｝ / VF3
　　 2）MP:両親の平均値



















































































































































































注） 1）数値は試験区の周囲約 7 cmを除く中央部分の播種粒数に対する生存個体数の割合（%）で示した．
　　 2）穂いもちの被害程度によって 0（穂首いもちが認められない）～ 5（登熟籾が認められない）に区分し， 0～ 4 の個体
を選抜した．




































品種ごとの残存率（%） 残存個体の品種比率（%） 稔実籾数（× 100 粒 /m2）
播種量（g/m2） 播種量（g/m2） 播種量（g/m2）







































































































































合計（平均） （0） （93.9）（92.9）（94.8）（91.8） 100.0 100.0 100.0 100.0 141.7 178.3 161.9 170.2
注） 1）「トドロキワセ」（圃場抵抗性，芒，稃先色：強，無，白），「ホウネンワセ」（同：中，有，紅），「アキニシキ」（同：弱，有，


























































































































し， 3～ 5×104個の胞子浮遊液を 1バット当り
50mlを噴霧接種した．葉令が若い場合には，バッ







































































































































































































































3 4 5 6
葉令
トドロキワセ 藤坂5号 イナバワセ



















































　　　　   注） 1）同時に育苗した 3品種に同時にいもち菌
（レース 007）を接種したものを 1処理
とした．
















　　　　   注） 1）同時に育苗した 4～ 6葉期のもので，3
品種に同時にいもち菌（レース 007）を
接種したものを 1処理とした．






































































































































































F4 世代（世促） F5 世代（本田）










































































表Ⅲ- 17　F4 世代の成群選抜が F5 世代の形質の平均値（M）および分散（V）に及ぼす効果
群名および品種名
稈長（cm） 穂長（cm） 穂数（本 /株） 玄米品質






















































































































































































































































































































分　　　離 1.0 3.0 1.8 1.1 0.0 6.9 0.0 2.3 4.1 3.5 0.0 9.9
計 39.7 29.8 7.2 14.9 8.4 100.0 7.7 12.7 14.4 40.0 27.2 100.0
注）F4世代の熟期群内の早晩生個体の比率（%）
表Ⅲ- 21　F6 系統の形質間の相関係数







   -
   -
   -
   -
-0.336＊＊
-0.223＊＊
   -
   -














  0.001 
  0.084 
注）＊，＊＊は 5％， 1％水準で有意であることを示す．
表Ⅲ- 22　両親の特性値に基づく F6 世代における選抜基準
項　目
稈長（cm） 穂長（cm） 穂数（本 /株） 穂重 品質
m＋s m＋1.96s m-s m-1.96s m-s m-1.96s m-s m-1.96s m＋s m＋1.96s























Ａ 81以下 21以上 13以上 32以上 3以下



























































































































































































































































0区， 3＋ 3区， 6＋ 3区， 6＋ 6区（コシヒカ
リは1997年のみ），12＋ 6区の 5水準とした．「コ








































































































































































































































































　　 2）倒伏程度は 0（無）～ 5（甚）の 6階級に分級した．
　　 3）支え＊：倒伏防止ネットを使用した．
　　 4）アミロース含量の測定には脱脂精米粉を用いた．

































































































































































































注） 1）総合評価，外観，香り，うま味は＋ 5（基準品種より極く優れる）～- 5（極く劣る）粘り，硬さは＋ 3（極く強い，硬い）
～- 3（極く弱い，柔い）に評価した．
　　 2）＊，＊＊は t 検定の結果，基準品種（1996年は標準栽培した「ホウネンワセ」，1997年は「コシヒカリ」の 3＋ 3区を用いた．） 



























































































































　　 2）＊，＊＊，＊＊＊は 5 ％ 1 ％0.1％水準で有意であること
を示す．































































































































































































































































中    母    5 9
水稲中間母本農8号
中    母   3 5
ヨ ネ シ ロ
タ ツ ミ モ チ
ふ   系   9 4 号
ム ツ ニ シ キ
レ イ メ イ
















































































































































































































































































































































































































































































































































2585 ｜ 7390 46
3752 7391 47
｜ 3754 4066 876 7392 13 48
｜ 4067 877 7393 14 49










-14 7395 16 51
｜ 3758 4070 890 7396 17 52
3759 7397 53
ＥＭ40 2602 ｜ 7398 54
3763 7399 55






























1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001















































































備　考 上交88-42 上糯519北陸糯167号 めばえもち
注）＊：系統当たりの個体数．
1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13 F14





















































































ヒメノモチ 45 7.21 7.22 7.23 2 78.0±3.6 4.6 20.2±1.3 6.5 14.1±2.9 20.2
めばえもち
46 7.28 7.29 7.31 3 75.8±3.4 4.5 19.1±1.0 5.1 18.9±4.2 22.0
47 7.27 7.28 7.29 2 75.2±3.5 4.7 19.5±0.9 4.7 18.6±4.4 23.4
48 7.27 7.28 7.29 2 75.1±2.6 3.4 19.0±1.2 6.1 19.4±4.2 21.9
49 7.27 7.28 7.30 3 73.7±2.9 3.9 19.4±1.2 5.9 19.0±4.3 23.8
50 7.26 7.27 7.28 3 72.7±2.9 3.9 19.1±1.2 6.1 20.0±4.2 20.7
51 7.26 7.27 7.28 2 69.1±2.6 3.7 18.9±1.4 7.6 18.7±3.4 17.9
52 7.25 7.26 7.27 2 68.4±2.9 4.2 19.5±1.4 7.0 19.1±3.7 19.2
53 7.26 7.27 7.28 2 70.8±3.2 4.5 19.3±1.2 6.2 19.1±4.8 25.4
54 7.27 7.28 7.29 2 71.4±3.4 4.7 19.5±1.2 5.9 19.1±4.3 22.6
55 7.26 7.27 7.28 2 71.9±2.9 4.0 19.1±1.2 6.3 20.1±5.3 26.2
ココノエモチ 57 7.26 7.27 7.28 2 77.3±3.3 4.3 19.8±0.9 4.7 17.9±2.8 15.4






































～ 9（下下）の 9段階，玄米の光沢は 3（小）～ 7（大）






















































































































































































































































































































































































































































30×18cm，18.5株 /m2， 1 株 3～ 4本植，反復数：標肥区は 3，多肥区は 2．
　　 2）数値は試験年次を通算した平均値で示した（表Ⅳ- 7 ，11も同じ）．
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表Ⅳ- 11　移植栽培における「めばえもち」と比較品種の玄米品質（育成地）
























注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，玄米の光沢は 3（小）～ 7（大）の5段階，玄米の色沢は 3（淡）～ 7（濃）の 5段階
で示した．
表Ⅳ- 10　「めばえもち」の玄米中に占める胚芽重割合（育成地）
試験年次 施肥水準  品種名
玄米1,000粒当 同左比率（%） 胚芽重 /粒重















































































































































































































































































































































オオチカラ 多肥 50 0.00 0.00 0.06 0.43 0.73 1.22
注） 1）搗精試験において搗精機 Kett TP -2型付属の網から落下した糠を試料とした .













































































発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定
めばえもち
トヨニシキ






































































































































































































































































































め ば え も ち
あ そ み の り
トドロキワセ
コ シ ヒ カ リ
日 本 晴


















































































































め ば え も ち
こ が ね も ち
コ シ ヒ カ リ
トドロキワセ











































































































































































































































































































































































観察調査 判定 観察調査 乾物重増加率 判定
め ば え も ち
トドロキワセ
サ サ ニ シ キ
ハ バ タ キ
ア キ ヒ カ リ
ト ヨ ニ シ キ
キ ヨ ニ シ キ

























































め ば え も ち 巨大胚・糯 沈下 82.0 89.0浮上 62.7 81.0
は い み の り 巨大胚・粳 沈下 68.3 88.7浮上 52.7 66.3
E M - 4 0 巨大胚・粳（母） 沈下 92.0 97.3浮上 58.3 71.0
ココノエモチ 糯（父） 沈下 100.0 100.0
こ が ね も ち 糯（比較） 沈下 97.0 97.7
コ シ ヒ カ リ 粳（穂発芽難） 沈下 99.3 99.3





































































4日 7日 10日 14日 4日 7日 10日 14日 4日 7日
め ば え も ち
沈　下 1.5 48.0 59.0 59.0 40.5 72.0 74.5 74.5 68.0 75.5
浮　上 1.0 26.5 45.0 45.0 25.5 48.5 53.5 53.5 51.0 61.0
は い み の り
E M - 4 0
ココノエモチ
こ が ね も ち
コ シ ヒ カ リ



















































































































１日後 2日後 １日後 2日後
め ば え も ち
こ が ね も ち
峰 の 雪 も ち











































0.5cm 1cm 2cm 3cm
播種後日数 播種後日数 播種後日数 播種後日数
4日 7日 4日 7日 4日 7日 4日 7日
め ば え も ち
沈下 69.5 79.5 63.0 76.5 51.5 74.0 8.5 54.0
浮上 56.0 66.5 43.0 60.5 34.5 52.5 5.0 41.5
は い み の り
沈下 53.5 54.5 38.0 48.0 3.5 23.5 0.0 13.0
浮上 31.0 40.5 26.5 29.5 3.0 19.0 0.0 7.0
E M - 4 0
沈下 81.0 90.0 75.0 86.0 50.0 79.5 8.5 67.5
浮上 60.0 72.0 33.0 58.0 34.0 60.0 2.0 35.0
ココノエモチ
こ が ね も ち
コ シ ヒ カ リ









































































































































































　　 3）総合評価，外観，香り，うま味は＋ 5（同品種より極く優れる）～- 5（極く劣る）の11段階，粘り，硬さは＋ 3（極く
強い，硬い）～- 3（極く弱い，柔い）の 7段階で評価した．
　　 4）＊，＊＊は t検定の結果基準品種との差が 5 %， 1 %水準で有意であることを示す．
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表Ⅳ- 27　「めばえもち」の玄米および発芽玄米の遊離アミノ酸組成
（γ -アミノ酪酸（GABA），アスパラギン酸およびグルタミン酸）
















































































































































生産年 産地 品種名 区分
成分含量（mg/乾物100g）?????????????????????????????????????? ?????





































































































































































































































発芽玄米 白　米 総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ






























































（玄米） 33 コシヒカリ 67 -0.38 -0.13 -0.50

























































































写真Ⅳ- 6　「めばえもち」の巨大胚芽入り餅 写真Ⅳ- 7　「めばえもち」の発芽玄米餅












































































































































































































































































































































































































































年　　次 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000




　系統群数 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　系統数 27 15 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
　個体数 （73粒）73 2,150 5,000 6,500 60＊ 60＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 60＊ 60＊ 60＊
?
?
　系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　系統数 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　個体数 27 15 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 12
???　特性検定試験 3 13 14 4 4 6 6 5 5 2
　奨励品種決定調査 19 26 18 7 2 2 3 1
　他用途向き品種選定試験 6 9 5 4
備考 北陸交55067 上119 北陸142号







　系統群数 5 1 1 1
　系統数 31 10 5 5 5
　個体数 （8粒） 8 4,000 5,000 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊
??
?
　系統群数 1 1 1 1
　系統数 5 1 1 1 1
　個体数 31 10 35 5 5 5
???　特性検定試験 6 8 7
　奨励品種決定調査 10 46 11
備考 北陸交61033 上393 北陸158号




　系統群数 11 7 1 1 1 1 1 1 1 1
　系統数 62 38 35 5 5 5 5 5 5 7 10
　個体数 （42粒） 42 4,000 5,000 50＊ 60＊ 50＊ 60＊ 60＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊
?
?
　系統群数 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　系統数 11 7 1 1 1 1 1 1 1 1 1
　個体数 62 38 35 5 5 5 5 5 5 7 10 10
???　系統適応性検定試験 2
　特性検定試験 1 2 6 6 8 10
　奨励品種決定調査 3 36 12 7



























































































































細　太 剛　柔 多　少 長　短
夢 十 色
日 本 晴















































































































































































































































































　　　　播種日：4月 6日～ 4月17日 , 移植日：5月11日～ 5月20日，基肥量（N・P2O5・K2O各成分，kg/a）：標肥区は0.4～0.5・
0.4～0.5・0.4～0.5，多肥区は0.6・0.6・0.6（1993, 1994年は0.8・0.8・0.8），追肥量（同左）：標肥区は0.2～0.3・0～0.1・0.27
～0.37，多肥区は0.3・0.0・0.41，栽植密度： 30×18cm，18.5株 /m2， 1 株 3～ 4本植，反復数：上段は 3（1985年の
み 2），中段（標肥区）は 3（1993年のみ 2），下段（多肥区）は 2．
　　 2）数値は試験年次を通算した平均値で示した（表Ⅳ-33，36も同じ）．








短く“やや短”，穂長は「日本晴」より 4～ 5 cm長
く“極長”，穂数は「日本晴」の70％程度で“少”，
草型は“極穂重型”にそれぞれ区分される（写真Ⅳ






































































































































































ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴






























ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴



































































ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴


































ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴







































































































































































































































































ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴


























ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
日 本 晴

























注） 1）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，腹白，心白および乳白の多少は 0（無）～ 9（甚）の10段階，玄米の光沢は





































































































































































































































































































































































































































































































注） 1）基準品種は「ホウネンワセ」とし，総合評価・外観・香り・うま味は＋ 5（同品種より極く優れる）～- 5（極く劣る）の






品種名 加水量（倍） 総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ
ソフト158
1.05 -1.13＊ -0.75＊ -0.38 -0.88 ＊ -0.63 ＊ 1.25
1.15 -0.38 -0.50＊ -0.25 -0.50 0.00 0.50
1.25 0.13 -0.13 0.25 0.00 0.38 -0.50
日　本　晴 1.25 -0.50＊ 0.13 0.00 -0.38 -0.13 0.38
コシヒカリ 1.25 0.50＊ 0.63 0.38 0.50 0.38 -0.25
朝　つ　ゆ
1.15 0.53＊ 0.56＊＊ 0.50＊＊ 0.81＊＊ 1.08＊＊ -1.08＊＊
1.15 0.48＊ 0.66＊＊ 0.32＊ 0.74＊＊ 1.21＊＊ -1.44＊＊
1.20 0.40 0.48＊ 0.27 0.81＊＊ 1.16＊＊ -1.24＊＊
1.20 0.56＊＊ 0.48＊＊ 0.11 0.69＊＊ 1.24＊＊ -1.19＊＊
1.25 0.61＊＊ 0.87＊＊ 0.31 0.76＊＊ 1.39＊＊ -1.31＊＊
1.25 0.11 0.50＊＊ 0.32＊＊ 0.48＊ 1.29＊＊ -1.74＊＊
1.30 0.08 0.27 0.37＊ 0.56＊ 1.03＊＊ -1.82＊＊
1.30 0.02 0.66＊＊ 0.29＊ 0.42＊ 1.37＊＊ -1.76＊＊
コシヒカリ 1.30 0.48＊＊ 0.16 0.31＊ 0.50＊＊ 0.37＊ 0.10
注） 1）上段は1993年産米（標準栽培），下段は1999年産米（標準栽培）を用いた．







































































































033 b+ Yu -01
長64-8
135 b+ 長65-386
137 b+ 80-02-65 BR20-43
TH81-02-3
愛79-142




006 t+ IS72 TH177-4-2-1
103 t+ IS69
406 t+ PH77-45-1








































































































































































































① ② ① ② ① ②
夢 十 色






































































































































注） 1）1987年は接種菌株（噴霧接種は IS 69，パンチ接種は ID00S7-2-1）は予め罹病性があることを確認し，検定に用いた． 
　　 2）1990年は THI77-4-2-1（①と表示），PH77-111-1（②と表示）の2菌株を用いた．
　　 3）1992年は1.4葉期苗に外国および日本産の12菌株を噴霧接種し，最も病原性の強かった菌株を用いた．
　　 4）噴霧接種では葉長10cm当たりの進展型病斑数を示した（ 1ポット 6株， 2反復，葉幅を10mmとして換算）．
　　 5）パンチ接種では病斑面積指数（病斑の長×幅）を示した（12～22病斑を調査）．
　　 6）簡易検定では真性抵抗性検定時（接種後 8～ 9日）に浅賀の調査基準により調査した．
　　 7）幼苗葉節接種法（ミニプランターで育苗した 4および 6葉期苗の第 3および第 5葉節部に毛細管法で付傷接種）では
接種後約 2週間における各40～80株の葉鞘罹病茎率を調査した．

































被害度（%） 判定 被害度（%） 判定 被害度（%） 判定
夢 十 色
金 南 風
ト ヨ ニ シ キ
日 本 晴
コ シ ヒ カ リ
サイワイモチ
レ イ ホ ウ

























































注） 1）1991年の接種菌株は非親和性菌の KO80-12 （レースコード：117b＋）を用いた． 
　　 2）1992年は1.4葉期苗に外国および日本産の12菌株を噴霧接種し，最も病原性の強かった菌株を用いた．





















新 2  号
愛 知 旭



























































































































































































































































白葉枯病菌レース 圃場 白葉枯病菌レース 圃　場 抵抗性
ⅠＡ ⅡＡ ⅢＡ Ⅳ Ⅴ 抵抗性 ⅠＡ ⅠＢ ⅡＡ ⅡＢ ⅢＡ ⅢＢ Ⅳ 抵抗性 総合
T7174 T7147 T7133 H75373 H75304 判定 T7174 T7156 T7147 H5809 T7133 Q6803 H75373 判定 判定

































































Ｓ 中 - - - - - - - - ＋ 中































Ｒ 弱 - - - - - - - -
Xa1，
Xa12 弱












Ｓ 極強 Xa17 極強








Ｒ 中 - - - - - - - -
Xa2，
Xa16 中








Ｓ やや強 - - - - - - - - Xa3 やや強











発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定
ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
ト ヨ ニ シ キ
ア キ ヒ カ リ
コ チ ヒ ビ キ
サ サ ニ シ キ
日 本 晴























































































































ジ内に収容したバットに 4～ 5齢幼虫60頭を放飼， 1～ 4日後まで毎日各苗への着生数を調査した．2反復．
抗生性試験：4齢幼虫を 1頭ずつ各品種の 1～ 2齢苗 2本と共に試験管に収容，25℃で9日間飼育し，羽化虫数と死
虫数を調査した．各品種20頭．






























ウ ズ シ オ
コシヒカリ
日 本 晴
ヤ マ ビ コ







































































































































































































































指数 判定 指数 判定 発芽（%） 判定
夢 十 色
ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
コ シ ヒ カ リ




ア キ ニ シ キ
コ チ ヒ ビ キ
キ ヌ ヒ カ リ
月 の 光
ヤ マ ヒ カ リ








































































































































































































































































































































































































































































































































　　 2）＊，＊＊はそれぞれ 5 %， 1 %水準で有意であることを示す．
y = -0.5171x + 23.348
















y = -1.3827x + 53.64










1990年 1991年 1992年 1993年 1994年
夢 十 色
ア キ ヒ カ リ
トドロキワセ
密 陽 23 号


















































100 70 60 50 40 30
「アキヒカリ」の割合(%)












100 70 50 30 10 0














100 50 10 0
「朝つゆ」の割合(%)


















































































































































































































ハ バ タ キ
















































ハ バ タ キ






























コ シ ヒ カ リ

















こ が ね も ち

















ソ フ ト 158
朝 つ ゆ

























































コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ど ん と こ い
ひ と め ぼ れ











































　　 2）ラビッド・ビスコ・アナライザ （ーRVA）の使用では，精米粉3.5gにイオン交換水25mlを加え，50℃で 1分間撹拌後，


























































































ハ バ タ キ






















ソ フ ト 158
朝 つ ゆ

















































測定した．コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ど ん と こ い
ひ と め ぼ れ




























































H1（kgf） - H3（kgf） A3 - H3/H1 A3/A1
夢 十 色
ホ シ ユ タ カ
日 本 晴
ハ バ タ キ




































ソ フ ト 158
朝 つ ゆ














































コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ど ん と こ い
ひ と め ぼ れ

































































増加量 増加量 増加量 増加量 増加量 減少量
ソ フ ト 158
朝 つ ゆ
彩
























































































コ シ ヒ カ リ
ア キ ヒ カ リ
サ サ ニ シ キ










































































































































































































































































































味度値 食味値 外観 硬さ 粘り バランス
テンシプレッサー





















































































































コシヒカリ - - 外観，物性とも良好． ◎ - - - - - - - 6.07 2.79 ○ ○ ○ 風味あり．サックリ感． ◎













































































































































































































レトルト米飯 不適 原料として使用不適． 新潟食研
カレーライス 不適 白飯と同様の傾向を示し，嗜好性の改善は認められない． 共立女子大
牛丼 不適 嗜好性は低い． 共立女子大
米　粉
ういろう 適 歯切れが良く，さっぱりした食感で好まれる傾向がある． 共立女子大














堅焼きタイプ米菓 可能 他の粉を混ぜるなどして利用の可能性はある． 新潟食研ほか
浮かせタイプ米菓 不適 膨化性が低い． 新潟食研ほか

































































































































































スクス 1 kg，ターメリック 6 g，サラダ油75ml，塩 15g，コショウ少々）により，インスタント・クスクスを製造し
試験に用いた． 
　　 2）インスタント・クスクス100gに，沸騰水260mlを加え，弱火で 3分間加熱し， 5分間蒸らした後，市販のミートソー
スを添えて試食した． 
　　 3）基準品種は「桂朝 2号」とし， パネラー数22名で実施した．
　　 4）各項目の評価は，クスクスとしての特性評価とパネラーの嗜好性の評価とに分け，特性評価についてはクスクスの品
質として必要な特性を予め示した．評価は非常に優れている（＋ 3）～非常に劣る（- 3 ）の 7階級とした．










































































































































































































































































































































































































































































































































年　次 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
世　代 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10
??
?
系統群数 10 1 1 1 1 1 1
系 統 数 95 50 5 5 5 5 5 7
個 体 数 （21粒） 3 200 50＊ 60＊ 50＊ 60＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊
??
?
系統群数 1 1 1 1 1 1 1
系 統 数 10 1 1 1 1 1 1 1
個 体 数 3 95 50 5 5 5 5 5 7 10
???系統適応性検定試験 2 3
特性検定試験 4 4 8 11 10
奨励品種決定調査 14 42 13















の別苗丈 葉色 葉身形状 細太 剛柔 多少 長短
春 陽
ひ と め ぼ れ
あきたこまち
トドロキワセ










































































































































































ア キ チ カ ラ

















































































多肥区は0.3・0.0・0.41，栽植密度： 30×18cm，18.5株/m2， 1 株 3～ 4本植，反復数：標肥区は 3（1994年のみ 2），
多肥区は 2．
　　 2）数値は試験年次を通算した平均値で示した（表Ⅳ-73，76も同じ）．


























































































































































































ア キ チ カ ラ




























































20 30 40 50 60 70 80 90
表Ⅳ- 74　「春陽」の粒形および粒大（育成地，2000 年）
施肥水準 品種名 粒長（mm） 粒幅（mm） 粒厚（mm） 粒長 /粒幅 粒長×粒幅 粒形 粒大
標肥
春 陽

























ひ と め ぼ れ
トドロキワセ
ア キ チ カ ラ








































2.2mm以上 ～2.1mm ～2.0mm ～1.9mm ～1.8mm ～1.7mm ～1.6mm 1.6mm以下
標肥
春 陽




























ひ と め ぼ れ
トドロキワセ
ア キ チ カ ラ





















































































19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
表Ⅳ- 76　移植栽培における「春陽」と比較品種の玄米品質（育成地）




































春   陽




ア キ チ カ ラ











































注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，腹白，心白および乳白の多少は 0（無）～ 9（甚）の10段階，





30 40 50 60 70 30 40 50 60 70 30 40 50 60 70
春 陽
















































白度は20.7，  19.4，  20.9であった．





























































ふ く ひ び き






































ふ く ひ び き







































ふ く ひ び き






















段階，粘り，硬さは＋ 3（極く強い，硬い）～- 3（極く弱い，柔い）の 7段階で評価した（以下同様）．
　　 2）材料は生産力検定試験産を用いたが、基準品種は「ホウネンワセ」，「コシヒカリ」は別途に標準栽培したものを用いた．
　　 3）＊，＊＊ は t検定の結果基準品種との差が 5 %， 1 %水準で有意であることを示す（以下同様）．
表Ⅳ- 79　普及見込み地帯における「春陽」の食味（2000 年）




































（搗精歩合約90％）ア キ ヒ カ リ


















































































































































































































































































































































注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階で示した．
表Ⅳ- 84　「春陽 」の転び型倒伏抵抗性






M 2 0 1































新  ２  号































発病程度 判　定 発病程度 判　定 発病程度 判　定
春 　 陽
ト ヨ ニ シ キ
キ ヨ ニ シ キ
ア キ ヒ カ リ
ア キ チ カ ラ
コ チ ヒ ビ キ
サ サ ニ シ キ
日 本 晴
























































































































ト ヨ ニ シ キ
ア キ ヒ カ リ
コ チ ヒ ビ キ
ア キ チ カ ラ
チ ヨ ニ シ キ
トドロキワセ
あきたこまち
ひ と め ぼ れ
イ ナ バ ワ セ









































































































































コ シ ヒ カ リ












































































































































































肥なしで穂肥N成分量 4 kg/10aを施用した 0＋ 4
区，基肥と穂肥ともN成分量でそれぞれ 3 kgと
2 kg/10aの 3＋ 2区，基肥6kg/10aで穂肥なしの 6
＋ 0区，基肥および穂肥がN成分量でそれぞれ 6 kg
と 4 kg/10aの 6＋ 4区の 6処理区とし， 2反復で












































ひ と め ぼ れ
コ シ ヒ カ リ





ミ ネ ア サ ヒ
ア キ ヒ カ リ
ト ヨ ニ シ キ
ふ く ひ び き
い な ひ か り




















































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　  図Ⅳ- 18　「春陽」の白米中の全タンパク質の電気泳動像
　　　　　　　　　　　　  　　　　注） 1）1997年生産力検定試験多肥区産米を用いた．












































































































































































































































































































































































平均 8. 4 9.20 75 19.9 244 123.8 52.5 105 23.6 2.8
注） 1）試験区は 0＋ 0 区（基肥および穂肥なし）， 0＋ 4 区（基肥なしで穂肥 N成分量４kg/10a）， 3＋ 2 区（基肥，穂肥が
各 N成分量 3， 2 kg/10a），6＋ 0区（基肥 N成分量 6 kg/10aで穂肥なし），6＋ 4区（基肥，穂肥が各 N成分量 6，
4 kg/10a）の 6条件とし，２反復で実施した．


















































































































































































































































平均 9.7 8.0 38.0 3.7 27.6 87.1 65.6 1.2 11.7 12.9 5.1 0.8 5.9
122 中央農業総合研究センター研究報告　第 11 号（2008.9）
組成との関係を示した．「春陽」のタンパク質含有

































































































































































































































































































































































































































































外観 食感 食味 適性
アミロース タンパク質




やや適 7.30 2.54 ○ ○ ○ ソフト．甘みが無い．ふっくら感． 適
コシヒカリ 16.2 6.9 73.5 525 外観，物性とも良好． 適 6.07 2.79 ○ ○ ○ 風味あり．サックリ感．適















































アミロース タンパク質 水分 脂肪の酸化度 食味値
（%） 判定 （%） 判定 （%） 判定 　 判定 　 判定
秋田県大潟村 18.1 低い 7.3 高い 13.0 不適・過乾燥 6.8 やや酸化 80 良好（Ａランク）





外観 硬さ 粘り バランス度 食味
評点 判定 評点 判定 評点 判定 評点 判定 評点 判定
秋田県大潟村 6.9 良い 6.4 非常に良い 7.4 良い 7.1 良い 73 良い































































































































































































































































































































































年次 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001
世代 交配 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5 Ｆ6 Ｆ7 Ｆ8 Ｆ9 Ｆ10 Ｆ11 Ｆ12 Ｆ13 Ｆ14??
?
系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
系  統  数 41 5 5 5 5 5 5 5 5 5 10
個  体  数 （98粒） 50 2,500 5,000 50＊ 50＊ 60＊ 60＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊
??
?
系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
系  統  数 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
個  体  数 41 15 5 5 5 5 5 5 5 5 10 10
???特 性 検 定 試 験 9 4 3 1 5 10 6 14
奨励品種決定調査 25 40 8 4
飼料イネ品種選定試験 1 1 2
 現地実証圃設置 2 4 4
備　考 上交87-43 上438 北陸168号
注）＊：1系統当たりの個体数．



















































































































































































































































































































































































　　 3）倒伏程度，葉いもち，穂いもち，紋枯病，下葉枯上りは 0（無）～ 5（甚）の 6段階分級．


































































































































































































































































































































































































注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，腹白，心白および乳白の多少は 0（無）～ 9（甚）の10段階，玄米の光沢は 3（小）
















































































































































　　 2）搗精は試験用搗精機 Kett TP -2型を，白度は白度計 Kett C -300 を用いて測定した．
　　 3） は適搗精時の搗精歩合を示す．
表Ⅳ- 111　「クサユタカ」の食味（育成地）

































































































































































































































































注） 1）基準品種は「ホウネンワセ」とし，総合評価，外観，香り，うま味は＋ 5（同品種より極く優れる）～- 5（極く劣る）の
11段階，粘り，硬さは＋ 3（極く強い，硬い）～- 3（極く弱い，柔い）の 7段階で評価した．
　　 2）材料は生産力検定試験産を用いたが、基準品種「ホウネンワセ」は別途に標準栽培したものを用いた．




















































































































ク サ ユ タ カ
新  ２  号
愛  知  旭
石 狩 白 毛
関 東 51 号
あきたこまち
サ カ キ モ チ





























































































ク サ ユ タ カ
ヒ メ ノ モ チ
タ ツ ミ モ チ
マンゲツモチ
で わ の も ち
ク サ ブ エ
トドロキワセ
ヨ ネ シ ロ
藤 坂 ５ 号
あ さ あ け
ト ヨ ニ シ キ
日 本 晴




























































































































































































































育成地 福島農試・相馬支場 茨城農総セ・生工研 愛知農総試・山間農研 島根農試・中山間
総合
判定



































































































































































































































































































































































ク サ ユ タ カ
あ そ み の り
ウ ズ シ オ
コ シ ヒ カ リ
日 本 晴
トドロキワセ
ヤ マ ビ コ






































































































































T e - t e p
W S S 2





























































































































　　生存率：ふ化 8 時間以内の 1 齢幼虫を 5 頭 /株を放飼
























































































































ク サ ユ タ カ
コ シ ヒ カ リ
トドロキワセ
オ オ ト リ




ヤ マ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ア キ ホ マ レ
ト ヨ ニ シ キ
ど ん と こ い
農 林 21 号













































































































































































   99.5
   48.5





   69.5






   92.0
100.0



























































































ク サ ユ タ カ
コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ど ん と こ い
オ オ チ カ ラ


























































































ク サ ユ タ カ
コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ど ん と こ い
オ オ チ カ ラ
Arroz da Terra
Dunghan Shali


































48日後 28日目 48日後 28日目
ク サ ユ タ カ
Italica Livorno




き た い ぶ き
ど ん と こ い
ハ バ タ キ





























































































　　　　（ 6時間照明，18時間暗黒，湿田区，播種深度 1 cm）．
　　 3）茨城農総セの低温出芽性の検定は床土に粒状培土を用い，2 cmの覆土をし，灌水し，15℃の恒温恒湿器で検定した．


































「キヌヒカリ」とともに， 4月下旬（ 4月26日～ 4
月27日）に催芽籾を湛水表面散播（落水播種）した．































































































































































































































（%）（乾物 %） （乾物 kg/a）
クサユタカ
































倒伏程度 葉いもち 穂いもち 紋枯病
クサユタカ





























































































































































　　 4）倒伏程度，葉いもち，穂いもち，紋枯病は 0（無）～ 5（甚）の 8段階分級，脱粒性は 2（極難）～ 8（極易）の 7段階分級．
　  表Ⅳ- 131　直播栽培における「クサユタカ」の黄熟期に










（乾物 %） （乾物 kg/a）
クサユタカ




















































































































































































































刈取り時期 品種名 乾物率（%） pH
有機酸組成（原物中％）
乳酸 酢酸 プロピオン酸 n -酪酸
乳熟期
クサユタカ






































































































供試飼料 3.1 3.1 2.6
基礎飼料 4.2 4.2 4.2
乾物（DM）充足度（%）＊ 100.1～105.9 99.0～104.7 88.9～93.7
可消化養分総量（TDN）充足度（%）＊＊ 103.5～108.7 107.4～112.7 101.3～106.1
注）＊　：飼料給与において供試した牛に給与を要する飼料の乾物重に対する牛の摂取量の割合（%）
　　＊＊：飼料給与において供試した牛に給与を要する飼料の TDNに対する牛の摂取量の割合（%）


















クサユタカ 8.5 9.9 77 20.5 272 325.7 154.1 60.8 79.6
注） 1）試験圃場：新潟県上越市稲荷字舞台42番地
　　　　播種：4月12日，180g/箱
　　　　移植：5月 7日，稚苗，18.5株 /m2， 3 ～ 4本 /株
　　　　施肥量：前作が大豆で，基肥施用せず．穂肥として1.2kgN/10a（穂肥特 3号15-0-20）施用．
　　 2）TDNは畜産草地研究所において小川らの式（1987）から推定した．





















































クサユタカ 8.5 8.29 96 20.4 380 197.4
注）試験圃場：新潟県上越市川端字前田122- 1
　　播種：4月 4日，100g/箱














刈取り負担金 8,000 刈取り負担金 2,000
運搬賃 9,240

















































































































































































































（ 未 定 ）
く さ な み
は ま さ り
スプライス













































































































「 台 中 在 来1号 」 のd-47（Aquino and Jennings，





















































































































































年次 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994
世代 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13??
?
系統群数 3 1 1 1 1 1 1 1
系  統  数 73 15 5 5 5 5 10 10 10
個  体  数 （117粒）100 1,000 3,450 2,880 60＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 50＊ 60＊ 60＊
??
?
系統群数 1 1 1 1 1 1 1 1
系  統  数 3 1 1 1 1 1 1 1 1
個  体  数      73 15 5 5 5 5 10 10 10 10
???系統適応性検定試験 2 6
特性検定試験 2 4 10 8 8 5 6
奨励品種決定調査 20 64 46 35 21
備　考 北陸交58031 収4885 北陸148号
注）＊：1系統当たりの個体数．




















































































































































































































































































　　　　播種日：4月 6日～ 4月13日および 4月16日，移植日：5月11日～ 5月18日および 5月22日，基肥量（N・P2O5・K2O
各成分，kg/a）：両者とも0.4・0.4・0.4，追肥量（同左）：0.4・0.2・0.47および0.2・-・0.27，栽植密度：両者とも30×
18cm，18.5株 /m2， 1 株 3～ 4本植，反復数：3（1987年のみ 2）および 2．






























































































































































































































































































































































水 原 392 号

















































































































































































































品種名 全重（kg/a） 精玄米重（kg/a） 同左比率（%） 屑米重歩合（%） 玄米千粒重（g） 玄米 /わら比率（%）
ど ん と こ い
コ シ ヒ カ リ
キ ヌ ヒ カ リ
ハナエチゼン
ふ く ひ び き
水 原 392 号









































































































































































































品種名 粒長（mm） 粒幅（mm） 粒厚（mm） 粒長 /粒幅 粒長×粒幅 粒形 粒大
ど ん と こ い
コ シ ヒ カ リ
































～2.1mm ～2.0mm ～1.9mm ～1.8mm ～1.7mm ～1.6mm
1.6mm
以下
ど ん と こ い
コ シ ヒ カ リ





















































































































　　 2）搗精は試験用搗精機 Kett TP -2型を，白度は白度計 Kett C -300 を用いて測定した．
　　 3） は適搗精時の搗精歩合を示す．
表Ⅳ- 150　移植栽培における「どんとこい」と比較品種の玄米品質（育成地）
































































注）玄米品質は 1（上上）～ 9（下下）の 9段階，腹白，心白および乳白の多少は 0（無）～ 9（甚）の10段階，玄米の光沢は 3（小）
～ 7（大）の 5段階，玄米の色沢は 3（淡）～ 7（濃）の 5段階で示した．
表Ⅳ- 151　普及地帯における「どんとこい」と比較品種の千粒重および品質
品種名























































































































試験年次 品種名 総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ
1987
ど ん と こ い 0.83 ＊ 0.33 0.00 0.75 ＊ 0.58 -0.17
コ シ ヒ カ リ 0.31 0.23 0.00 0.08 0.08 -0.08
大 空 -0.62 0.08 -0.08 -0.62 0.15 0.23
1988
ど ん と こ い 0.92 ＊ 0.50 0.17 0.92 0.50 -0.08
コ シ ヒ カ リ 0.75 0.25 0.00 0.75 0.83 -0.08
1989（1）
ど ん と こ い 0.29 0.07 -0.07 0.14 1.00 ＊＊ -0.36
コ シ ヒ カ リ 0.21 0.14 0.14 0.00 0.00 0.14
キ ヌ ヒ カ リ 0.71 0.57 ＊ 0.07 0.43 0.57 0.07
1989（2）
ど ん と こ い 0.64 -0.09 0.00 0.64 0.55 -0.18
コ シ ヒ カ リ 0.64 0.09 0.00 0.73 0.46 -0.18
大 空 -0.36 -0.36 0.00 -0.27 -0.36 0.27
1990（1）
ど ん と こ い 0.73 ＊＊ -0.13 0.13 0.73 ＊＊ 0.80 ＊＊ -0.20
コ シ ヒ カ リ 0.67 ＊ 0.00 0.33 ＊ 0.60 ＊ 0.80 ＊＊ 0.20
1990（2）
ど ん と こ い 0.67 0.08 0.08 0.58 ＊＊ 0.58 -0.75 ＊＊
キ ヌ ヒ カ リ 0.75 ＊ 0.42 ＊ 0.33 ＊ 0.58 0.50 ＊ 0.08
1990（3）
ど ん と こ い 0.93 ＊＊ 0.14 0.07 0.64 0.64 -0.21
コ シ ヒ カ リ 1.07 ＊＊ 0.36 ＊ 0.00 0.93 ＊＊ 1.00 ＊＊ -0.50 ＊
越 路 早 生 0.43 0.21 -0.07 0.43 0.14 0.00
1991
ど ん と こ い 0.69 ＊ 0.15 0.38 ＊ 0.69 ＊＊ 0.85 ＊＊ -0.54 ＊＊
日 本 晴 0.00 0.31 ＊ -0.08 0.08 0.00 0.15
1992（1）
ど ん と こ い 1.13 ＊＊ 0.31 0.19 0.88 ＊＊ 1.00 ＊＊ -0.50 ＊
コ シ ヒ カ リ 0.75 ＊ 0.38 0.13 0.63 ＊ 0.75 ＊＊ -0.50 ＊
1992（2）
ど ん と こ い 0.93 ＊＊ 0.67 ＊＊ 0.33 ＊ 0.73 ＊ 0.80 ＊＊ -0.33
コ シ ヒ カ リ 0.73 0.47 0.33 0.53 0.87 ＊＊ -0.20
日 本 晴 -0.33 -0.13 -0.07 -0.40 -0.33 0.20
1992（3）
ど ん と こ い 1.43 ＊＊ 0.43 0.36 1.29 ＊＊ 1.43 ＊＊ -0.57 ＊
コ シ ヒ カ リ 0.86 ＊ 0.64 ＊＊ 0.43 0.64 0.86 ＊ -0.14
日 本 晴 -0.07 0.21 0.07 0.00 0.29 0.07
1993（1）
ど ん と こ い 0.90 ＊＊ 0.65 ＊＊ 0.15 0.70 ＊＊ 1.00 ＊＊ -0.65 ＊＊
トドロキワセ 0.20 0.15 0.15 0.10 0.45 ＊ 0.15
1993（2）
ど ん と こ い 0.71 ＊ 0.53 ＊ 0.29 0.65 ＊ 0.71 ＊＊ -0.06
コ シ ヒ カ リ 0.94 ＊＊ 0.41 ＊ 0.47 ＊ 0.65 ＊＊ 0.88 ＊＊ -0.24
日 本 晴 0.24 0.35 0.06 0.18 0.24 0.00
1993（3）
ど ん と こ い 1.00 ＊＊ 0.50 ＊＊ 0.20 0.85 ＊＊ 1.05 ＊＊ -0.20
コ シ ヒ カ リ 0.70 ＊＊ 0.55 ＊＊ 0.25 0.65 ＊＊ 0.60 ＊＊ 0.05
キ ヌ ヒ カ リ 0.45 ＊ 0.10 0.10 0.35 ＊ 0.30 0.10
1993（4）
ど ん と こ い 0.88 ＊＊ 0.35 0.18 0.71 ＊＊ 0.71 ＊＊ -0.65 ＊＊
コ シ ヒ カ リ 0.41 0.35 0.00 0.41 0.41 ＊ 0.12
キ ヌ ヒ カ リ 0.53 0.59 ＊＊ -0.12 0.24 0.29 0.29
1994（1）
ど ん と こ い 1.20 ＊＊ 0.73 ＊＊ 0.33 0.93 ＊＊ 1.00 ＊＊ -0.07
コ シ ヒ カ リ 0.40 0.33 0.00 0.47 ＊ 0.80 ＊＊ 0.00
キ ヌ ヒ カ リ 0.53 ＊ 0.60 ＊＊ 0.07 0.20 0.33 0.07
1994（2）
ど ん と こ い 1.00 ＊＊ 0.80 ＊＊ -0.05 0.65 ＊ 1.05 ＊＊ -0.20
コ シ ヒ カ リ 0.50 0.65 ＊ 0.10 0.75 ＊＊ 1.05 ＊＊ -0.65 ＊＊
ア キ ニ シ キ 0.15 0.35 ＊ 0.00 0.15 0.20 0.20
注） 1）基準品種は「ホウネンワセ」とし，総合評価，外観，香り，うま味は＋ 5（同品種より極く優れる）～- 5（極く劣る）の
11段階，粘り，硬さは＋ 3（極く強い，硬い）～- 3（極く弱い，柔い）の 7段階で評価した．
　　 2）材料は生産力検定試験産を用いたが、基準品種「ホウネンワセ」は別途に標準栽培したものを用いた．
　　 3）＊，＊＊は t 検定の結果基準品種との差が 5 %， 1 %水準で有意であることを示す．
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表Ⅳ- 154　三重県農業技術センターにおける「どんとこい」の食味評価
試験年次 品種名   総合評価   外観   香り   うま味    粘り  硬さ
1990 どんとこい 0.00 0.38＊ 0.17 -0.04 0.00 -0.38
1991
どんとこい 0.25 0.25 0.17 0.21 0.21 -0.25
キヌヒカリ 0.08 0.75＊ 0.38＊ -0.04 -0.21 -0.54＊
コシヒカリ 0.13 0.50＊ 0.08 -0.08 -0.04 -0.29
1992（1）
どんとこい -0.08 0.38＊ -0.04 0.00 0.21 -0.25
キヌヒカリ 0.21 -0.04 0.04 0.08 0.17 -0.42＊
コシヒカリ 0.08 0.00 -0.04 0.17 -0.13 -0.04
1992（2）どんとこい -0.29＊ 0.04 -0.08 -0.21 0.13 -0.13
1993（1）
どんとこい -0.46＊ -0.88＊ -0.38＊ -0.08 -0.17 -0.17
キヌヒカリ 0.21 0.25 -0.17 0.21 0.50＊ -0.13
コシヒカリ 0.46＊ 0.54＊ 0.38＊ 0.42＊ 0.33＊ -0.33＊
1993（2）どんとこい 0.25 0.33＊ 0.04 0.17 0.33 -0.50＊
注） 1）基準品種は1992（2），1993（2）のみ「コシヒカリ」とし，これ以外は「大空」を用いた．
　　 2）＊は t 検定の結果基準品種との差が５%水準で有意であることを示す．
表Ⅳ- 155　京都府丹後農業研究所における「どんとこい」の食味評価（1994 年産米）
品種名 総合評価 外観 香り うま味 粘り 硬さ
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糊化温度 最高粘度 最低粘度 最終粘度
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指数範囲 判定 指数範囲 判定範囲 指数平均
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品種名 指数範囲 判定範囲 指数平均 総合判定
ど ん と こ い
コ シ ヒ カ リ
ア キ ニ シ キ
日 本 晴
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合計 - - 1,578 2,111 3,897 4,444 4,978 6,479 6,620 6,194 4,564 1,577 106
注）産地品種銘柄は一部改正（2007年 3 月28日公示， 5月 1日施行）を示した．



























































































期は 4月27日と 5月18日の 2回とし，播種量は































































































































































































































































































































































































































































































































注）品質は 1（上上）～ 9（下下），倒伏程度は 0（無）～ 5（甚）として示した．















































夢 あ お ば
い た だ き
どんとこい
キヌヒカリ




















































































































































夢 あ お ば
ハナエチゼン















































夢 あ お ば
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注） 1）播種量は約 4 kg/10a（160粒 /m2）とし， 4月下旬に湛水表面散播した．
　　 2）施肥量は標肥区の基肥，中間肥，穂肥として各 N成分量 4 kg/10a， 1 kg/10a， 2 kg/10aずつ施用した．多肥区は
基肥，中間肥，穂肥として各 N成分量 6 kg/10a， 1 kg/10a， 3 kg/10a（1998，1999年は各 N成分量 6 kg/10a，
2 kg/10a， 4 kg/10a）ずつ施用した．
　　 3）品質は 1（上上）～ 9（下下），被害の多少は 0（無）～ 7（甚）として示した．





































































































































































































































表Ⅳ- 170　国内外遺伝資源の土中出芽率 ,低温発芽日数および苗立率（1996 年）



























































































北陸148号 / Daw Dam//北陸148号
どんとこい / Ta Hung Ku






























































い た だ き
あ き さ や か
ふ く い ず み
イ ク ヒ カ リ
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Breeding of Rice Cultivars with Novel Traits 
for the Hokuriku Region
Yasuki Uehara＊
Summary
On overcoming the food shortage after the World War II，Japanese economy rapidly progressed and 
brought about diversifi cation and westernization of diet lives of Japanese people. Abundant food resources have 
been imported from overseas and domestic rice consumption gradually declined. Land productivity of paddy 
rice steadily increased and the balance between supply and demand of domestic rice was overturned. 
Eventually the overproduction of domestic rice became serious social and fi nancial burdens. The other 
problems such as liberalization of world trade, aging and shortage of farmers, abandonment of farm lands and 
desolation in rural communities came into the reality. 
However, not only the natural environments like climate and soil in the Hokuriku region are suited to rice 
cultivation but also the region has advanced as a great domestic base of high quality rice production realized by 
the improved infrastructure of paddy fi elds, soil improvement, cultivar development, and advancement of rice 
growing technologies. To the contrary, introduction of the other crops into paddy fi elds, conversion of paddy to 
upland fi elds, rotation of paddy and upland fi elds went with various diffi culties.    
In the present thesis, the author reported the results of breeding of rice cultivars with novel traits and 
development of several fundamental technologies related with rice breeding for the Hokuriku region. 
1. Present situation of rice growing agriculture in the Hokuriku region and setting up of research 
programs
  Summer in the Hokuriku region is characterized by hot and humid weather and its winter by cool and 
snowy one often encountering heavy snow. In paddy rice farming of the region, natural disasters were relatively 
rare. High temperature and abundant sunshine during the rice growing season are favorable to paddy rice 
farming. Fertile clay soil and paddy fi elds suitable to rice cultivation are extensively distributed throughout the 
region. To the contrary, the conversion of paddy fi elds into upland ones　is diffi cult and acid soil obstructing 
upland crop cultivation is widely spread and prevented paddy fi elds from multiple uses. 
In order to stabilize the Hokuriku agriculture largely relying on paddy rice farming, not only the reduction 
of production cost by expanding a scale of farming but also various countermeasures are considered to be 
needed. The establishment of direct-sowing technology becomes essential to expand a scale of paddy fi eld 
operated by a farmer and to reduce production cost. The other countermeasures are breeding new rice cultivars 
with novel traits, development of cooking and processing technologies to rouse new rice demands, and 
breeding and cultivation of fodder rice cultivars for elevating self-suffi ciency rate of domestic animal feed, and 
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so forth.
　Serious natural disasters to paddy rice farming in the Hokuriku region are rice quality degradation caused 
by the foehn phenomenon, lodging caused by a long spell of autumn rain and typhoons and cold damage in the 
early rice growing season. The most serious disease in the region is rice blast. Blast epidemics are serious in 
the Hokuriku region where the highest quality rice cultivar Koshihikari is the most susceptible to the disease 
and widely grown in more than 70 % of the total paddy fi eld.      
  The introduction of upland crops into paddy fi eld or the conversion of paddy to upland fi elds have not been 
successfully progressed due to long snow cover and moisture damage in paddy fi elds.     
  By the way, food industries of rice cracker, rice cake and sake have developed in the Hokuriku region. In 
order to cope with new demands for processing, restaurant and instant food industries, it becomes important to 
breed rice cultivars with novel traits and to develop products with high added value. It gets more signifi cant to 
grow rice in the Hokuriku region in order to feed farm animals making full use of the surplus paddy fi elds. 
2. Developing basic technologies required to breed paddy rice cultivars adaptable to the Hokuriku 
region
  Early to medium maturing cultivars are welcomed in the Hokuriku region, where a rice growing period is 
restricted by the delay of melting snow cover and the early coming of autumn cool. Rice cultivars adaptable to 
the region have to have tolerance to lodging and resistance to blast disease. The following basic technologies 
for improving rice breeding are needed to be developed. 
1) Developing an indoor technology to evaluate tolerance to foehn 
  The foehn phenomena occur often in summer in Hokuriku and cause deterioration of grain quality as well 
as yield reduction. Some indoor technique is necessary for testing foehn tolerance of rice cultivars or lines. 
When rice plants are stormed by a strong foehn, panicles are bleached and damaged to reduce ripening rate of 
rice grains.    
  This study attempted to identify conditions in which the foehn phenomenon was artifi cially induced by 
using phytotrons in order to select foehn-tolerant rice cultivars and breeding lines. The experimental results 
revealed that the most effective conditions to artifi cially induce the foehn phenomenon were the air temperature 
of 30 ℃ , the air moisture of 40 % , and the wind velocity of 4m/s accompanied with pre-treatment of showering 
water for 5 hours before the foehn treatment. This method is extensively employed in the ordinary routine of 
rice breeding.
2) Improving the testing technique of fi eld tolerance to blast
 The heritability of fi eld tolerance to blast was relatively higher and selection for the tolerance seemed to be 
effective in the earlier generation of a rice hybrid population. In the present study, rice hybrid populations in an 
early generation were infected with naturally occurring blast in the blast testing nursery and the effectiveness 
of mass selection for fi eld tolerance to blast was investigated. 
 The results disclosed that mass selection in an early generation for fi eld tolerance was very effective to 
increase frequencies of tolerant segregants in later generations and that the mass selection in an early 
generation was shown to be effective to increase the frequencies of desirable segregants with high palatability 
and tolerance to blast in later generations.  
The present study has succeeded in identifying green house conditions suited to test fi eld tolerance to blast 
of rice materials having true resistance to a certain blast race (or races). The most suitable temperature for 
greenhouse tests of fi eld tolerance was shown to be 20～22 ℃ for growing rice seedling and 20～24 ℃ for 
incubation after inoculation. Rice seedlings at 4.5 leaf stage were shown to be most susceptible to blast.
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3) Effi cient mass-selection making use of rapid generation advance
 Rapid generation advance in a green house is popular among rice breeders in Japan. They ordinarily grow 
breeding materials in a green house twice a year or more to promote genetic fi xation without applying any 
artifi cial selection. 
The present study revealed that the mass selection for heading time in the early generation was very 
effective to increase frequencies of desirable types in later generations. Days-to-heading is highly heritable but 
sometimes continues to segregate for several generations. Breeding lines segregating in days-to-heading were 
found to simultaneously segregate a number of desirable types in later generations. The delayed selection for 
lines segregating in days-to-hading is considered to be effective to promote genetic recombination to produce 
desirable combinations of agronomic traits
4) Relation between lodging tolerance and palatability under different levels of fertilizer application 
  The high quality rice cultivar Koshihikari is most widely cultivated in the Hokuriku region but has such 
faults as weakness to lodging and susceptibility to blast, which are expected to deteriorate grain quality and 
palatability. Especially the tolerance to lodging is thought to be more important in the direct seeding cultivation 
to save labor and to reduce cost of rice production.
  Recently developed high quality cultivar Dontokoi with a semi-dwarfi ng gene sd1 was investigated on the 
relation of palatability with tolerance to lodging under heavy application of nitrogen fertilizer compared with the 
high quality cultivar Koshihikari.
  The result revealed that the semi-dwarf Dontokoi was highly tolerant to lodging and high-yielding under 
heavy dressing without deteriorating grain quality and palatability. 
5) Exploring and selecting breeding materials with high cold tolerance 
  Serious cold damages often occur not only in the Hokaido and the Tokoku regions but also in the cool-
temperate zone including the Hokuriku region where extremely early and early rice cultivars tended to suffer 
from cold damage in the early and the late rice growing seasons. Therefore various cold tolerant cultivars have 
been selected and released in the Hokuriku region but higher cold tolerant cultivars are required to further 
stabilize rice production.
  The technique developed in this study succeeded in identifying a higher cold-tolerant genetic resource 
originating from Nepal. On top of that, promising cold-tolerant breeding materials like “Chubo 59” were 
selected. By using them, new cultivars tolerating temperature lower than 19.0 ℃ are expected to be bred in 
near future. 
3. Breeding of rice cultivars with novel traits adaptable to the Hokuriku region.
1) Breeding of a giant embryo cultivar Mebaemochi 
　A rice embryo contains healthy high-quality oil and various sorts of functional substances like vitamins 
and minerals. In this breeding program, a waxy giant embryo cultivar Mebaemochi was selected from a cross 
with an artifi cially induced mutant of a giant embryo. Mebaemochi is a waxy cultivar with a giant embryo. 
  Embryo weight of this cultivar is about three times of an ordinary waxy cultivar Koganemochi and contains 
two times of γ-amino-lactic acid(GABA) of Koganemochi. 
　Mebaemochi is expected to be useful for making ordinary rice cake, special rice cakes made from 
sprouting or giant embryo brown rice, stuff of dumpling, sweet drink made from fermented rice (amazake), and 
millet-and-rice cake. Furthermore, giant embryo rice will be promising ingredients for extracting healthy rice 
oil and various functional substances like vitamins.    
2)  Breeding two low and a high amylose cultivars and their uses to process new rice products 
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  Non-waxy starch of rice consists of amylose and amylopectin. The content of amylose affects physico-
chemical attributes and palatability. Two low amylose and a high amylose cultivars were developed by 
genetically modifying the content of amylose of rice grains. 
   Soft 158 was selected from the cross between Hokuriku 127 and a low amylose line Kenkei 2078. The 
amylose content ranges from 9.25 % to 14.5 % (about half of ordinary cultivar) and hulled grains are not as 
chalky as the other low amylose cultivars. Rice fl our is easy to be swollen and processed for rice crackers, the 
palatability is high, cooked rice is hard to be aged and suited to make rice balls. 
  Asatsuyu was derived from the cross of Hokuriku 127 with a low amylose line Dohoku 43. It is a non-waxy 
cultivar. Its grains are chalky and milled rice contains amylose 3 % lower than Soft 158. The characteristics of 
gelatinization, the cooking quality and the physical traits resemble ordinary highly palatable japonica rice 
cultivars. Cooked rice is sticky, soft, adhesive and hard to be aged. These traits last long after being cooled. 
Asatsuyu is considered to be suitable to be mixed with less sticky rice and to produce such processed rice as 
aseptically lapped cooked rice, rice dumpling, desiccated cooked rice etc. 
A high amylose cultivar Yumetoiro was selected from a hybrid between an indica line IR2061-214-3 and 
another indica cultivar Milyang 21. Its amylose content is high ranging from 25 to 35 %. Cooked rice is less 
sticky and adhesive and good for such ethnic dishes as couscous or Chinese fried rice. .
3) Breeding a low glutelin rice cultivar Shunyou and its usages 
  Milled rice contains several per cent of protein which happens to harm patients suffering from kidney 
failure.  A new rice cultivar Shunyou with low content of an easily digestible protein glutelin was bred by the 
genetical control of protein synthesis. Shunyou was selected from a cross between a low glutelin line, NM67×
NM(1-3), and a very large grain cultivar Hokuriku 153.  
  The total amount of storage protein is unchanged but the content of easily digestible protein glutelin 
reduces while hardly digestible protein prolamin increases. Consequently this rice cultivar is considered to be 
useful for dairy food for patients suffering from kidney failure, sake brewing, and processing quick cooking 
rice.  
4) Breeding forage paddy rice cultivar Kusayutaka and production of whole crop silage (WCS) 
  Whole crop silage made from paddy rice (rice WCS) has been shown to be high quality roughage for 
raising cattle. Then it is highly signifi cant for feeding cattle to cultivate rice in surplus paddy fi elds. This may 
contribute to elevate the self-suffi ciency rate of animal foods.  
  Kusayutaka was selected from a cross between Chugoku 105 with very large grains and large biomass and 
Hokuriku 130 with extremely large grains. Kusayutaka is leafy and a large biomass producer suited to make 
whole crop silage. The total digestible nutrient (TDN) of the whole crop of Kusayutaka is shown to be 
equivalent to the high quality forage grass timothy. 
5) Breeding and diffusion of a high-yielding and high-quality rice cultivar Dontokoi adaptable to the 
direct-seeding cultivation 
  The concentrated and exclusive cultivation of Koshihikari have become a serious problem in the Hokuriku 
region. This high-quality rice cultivar has such faults as less tolerance to lodging and susceptibility to blast. 
  It has been urgently needed to improve these faults of Koshihikari and to breed a high-yielding new 
cultivar adaptable to the direct-sowing cultivation with high quality, high palatability, tolerance to lodging and 
resistance to blast.  
  Dontokoi was selected from a hybrid between a semi-dwarf and high-quality line Hokuriku 122 and a 
disease resistant and high-yielding line Hokuriku 120. It has short culms with a semi-dwarfi ng gene sd1. This 
cultivar is high-yielding and tolerant to lodging. Cooked rice is sticky, soft, and good in appearance. It is 
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adapted to the direct sowing cultivation.
4. General discussion
Diversifi cation and westernization of dietary lives have been rapidly progressed and people’s concern has 
been concentrated on safety and healthiness of everyday foods. Rapid increase of import of various agricultural 
products from overseas has invited drastic reduction of rice consumption. Eventually overproduction of 
domestic rice became a serious social and fi nancial burden. 
These changes of surroundings of domestic agriculture had seriously affected the local agriculture and 
farmer’s communities in the Hokuriku region which largely relied on paddy rice farming. In order to strengthen 
the rice cultivating agriculture in this region, it is essential not only to drastically reduce the cost of rice 
production but also to greatly increase rice consumption by creating new demands.    
   The reduction of rice production cost will be realized by expanding farming scales and by employing high-
yielding cultivars as well as direct seeding cultivation. Rice consumption is expected to be increased by creating 
new processed rice products with high-added value.  
   This thesis reported the results of fundamental technologies required to effi ciently advance rice breeding 
for tolerance to foehn, blast resistance and cold tolerance and also rapid generation advance with mass 
selection. These technologies were effectively employed in the routine of rice breeding.
   It is also reported that a giant embryo waxy cultivar Mebaemochi, three cultivars, Soft 158, Asatsuyu and 
Yumetoiro with different contents of amylose, a low glutelin cultivar Shunyou, were bred to utilize them to make 
various kinds of processed products in order to rouse new demands of domestically produced rice. The close 
cooperation with food processing industries is considered to be essential to develop new technologies making 
use of newly bred cultivars with various novel attributes.
A new rice cultivar Kusayutaka useful for whole crop silage was developed to grow on surplus paddy fi elds. 
A high-yielding and lodging tolerant cultivar Dontokoi with high quality and palatability was also bred and 
widely diffused. It was adaptable to the direct sowing cultivation for cost reduction. High-yielding paddy rice 
cultivars for fodder use are supposed to have another signifi cance of being used as human food in emergency. 
   An effective way to increase the domestic rice consumption is considered to grow rice in the surplus paddy 
fi elds and to produce feed grains and/or whole crop silage to feed farm animals like cattle. The cultivating 
acreage of forage paddy rice has been gradually increased but the close teamwork between rice growers and 
animal raisers is required to increase more forage rice production and consumption.  
By the way, two disadvantages arose from the exclusive cultivation of Koshihikari in the Hokuriku region. 
The fi rst disadvantage is vulnerability to natural disasters like blast epidemics. In order to overcome this 
disadvantage, new cultivars having palatability as high as or higher and more tolerant to lodging than 
Koshihikari are needed to be bred to replace it. 
The second disadvantage is that the peak of labor appears in the transplanting and the harvesting times of 
rice growing seasons. Referring to these two disadvantages, Dontokoi is expected to be one of candidates to 
replace Koshihikari. 
Cultivating rice in paddy fi elds is considered to be very signifi cant to maintain not only productivity of paddy 
fi elds but also multi-functions of paddy fi elds to preserve water resources, fertile soil, and bio-diversity in 
paddy fi eld ecosystem or to alleviate severe summer heat etc. 
 The author strongly hopes that rice cultivars selected in the present investigation will be used to increase 
domestic rice consumption and to activate paddy rice farming as well as farmer’s communities in the Hokuriku 
region.  
